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T
B
S
の
報
道
に
よ
る
と
、
中

国
で
は
『
生
成
A
I
』
を
使
っ
て
、

亡
く
な
っ
た
人
を
復
活
さ
せ
る
ビ

ジ
ネ
ス
が
登
場
し
、
論
争
を
呼
ん

で
い
る
と
い
う
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス
で

は
、
亡
く
な
っ
た
老
人
や
、
幼
く

し
て
亡
く
な
っ
た
子
ど
も
の
動
画

を
作
っ
て
、
家
族
に
A
I
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
る
。
確
か
に
、

家
族
な
ど
を
失
っ
た
人
が
、
擬
似

で
あ
っ
て
も
や
り
と
り
で
き
る
な

ら
、一
時
的
に
で
も
心
を
癒
や
す

効
果
が
あ
る
と
い
う
の
は
理
解
で

き
る
。

　
報
道
で
は
、
A
I
で
の
死
者
復

活
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
中

国
人
の
男
性
が
「
私
は
今
、
人
々

を
救
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

人
々
に
精
神
的
な
安
ら
ぎ
を
も
た

ら
し
て
い
る
の
で
す
。
私
の
夢
は
、

普
通
の
人
が
デ
ジ
タ
ル
の
力
で『
永

遠
に
死
な
な
い
』
こ
と
を
実
現
す

こ
と
で
す
」
と
述
べ
て
い
る
。
筆

者
も
こ
の
感
覚
は
理
解
で
き
る
が
、

こ
の
考
え
方
自
体
を
疑
問
視
す
る

声
も
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
亡
く

な
っ
た
人
と
い
つ
で
も
普
段
通
り

に
対
話
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と

で
、
人
の
精
神
衛
生
に
害
を
及
ぼ

す
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
の
だ
。

　
家
族
な
ど
大
事
な
人
が
亡
く

な
っ
た
と
き
、
人
は
そ
の
悲
し
み

を
受
け
入
れ
、
克
服
し
て
い
く
。

そ
し
て
自
分
の
人
生
を
前
進
さ
せ

て
い
く
。
A
I
で
死
者
を
復
活
さ

せ
る
こ
と
に
対
し
て
、「
忘
れ
る
と

い
う
行
為
は
健
康
的
で
あ
る
」
と

主
張
し
て
い
る
報
道
も
あ
る
。

　
米
国
で
は
こ
う
し
た
サ
ー
ビ
ス

が
、心
理
学
の
研
究
対
象
に
も
な
っ

て
い
る
。
コ
ロ
ラ
ド
大
学
の
ジ
ェ
ッ

ド
・
R
・
ブ
ル
ー
ベ
イ
カ
ー
教
授
ら

の
研
究
で
は
、
こ
う
し
た
サ
ー
ビ

ス
が
死
者
の
存
命
中
に
生
成
し
た

コ
ン
テ
ン
ツ
を
反
復
す
る
の
で
は

な
く
、
新
規
コ
ン
テ
ン
ツ
を
生
成

す
る
能
力
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ

の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
に
使
わ
れ
る

A
I
を
「
生
成
ゴ
ー
ス
ト
」
と
呼

ん
で
い
る
。
生
成
ゴ
ー
ス
ト
と
対

話
を
続
け
る
と
、
現
実
社
会
と
の

関
係
に
混
乱
が
起
き
る
可
能
性
も

あ
る
と
こ
の
論
文
は
警
鐘
を
鳴
ら

す
。
論
文
を
引
用
す
る
と
、「
例
え

ば
、
生
成
ゴ
ー
ス
ト
の
広
範
な
採

用
は
、
労
働
市
場
、
対
人
関
係
、

宗
教
組
織
な
ど
、
現
代
社
会
の
基

礎
を
根
本
的
に
変
え
る
可
能
性
が

あ
り
る
」
と
い
う
。

　
ま
た
、
故
人
の
情
報
を
学
ば
せ

て
生
成
す
る
場
合
は
、
倫
理
的
な

課
題
も
あ
る
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の

問
題
も
あ
る
し
、
亡
く
な
っ
た
人

が
死
後
に
自
分
が
復
活
す
る
こ
と

を
望
む
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
も

あ
る
。
こ
う
し
た
議
論
は
今
後
さ

ら
に
活
発
に
な
る
だ
ろ
う
。
生
成

A
I
を
使
え
ば
、
デ
ィ
ー
プ
フ
ェ

イ
ク
画
像
を
簡
単
に
作
れ
る
の

で
、
中
国
な
ど
で
は
画
像
を
不
正

に
使
っ
て
有
名
人
を
復
活
さ
せ
る

ケ
ー
ス
も
出
て
い
る
。
著
作
権
や

肖
像
権
を
侵
害
す
る
こ
う
し
た
行

為
が
批
判
を
浴
び
て
い
る
の
は
言

う
ま
で
も
な
い
。
新
し
い
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
の
登
場
は
、ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

ン
ス
で
あ
る
の
と
同
時
に
、
考
慮

す
べ
き
課
題
も
も
れ
な
く
付
い
て

く
る
。
今
回
の
新
し
い
サ
ー
ビ
ス

は
、
人
の
死
が
関
わ
っ
て
い
る
だ

け
に
慎
重
な
議
論
と
と
も
に
展
開

さ
れ
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
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防
災
の
日
、
富
山 

お
わ
ら
風
の
盆(
〜
3
日)

世
界
の
法
の
日

重
陽
、
救
急
の
日
、
滋
賀 

多
賀
大
社
九
月
古
例
祭

彼
岸
明
け
、
和
歌
山 

日
前
神
宮
・
國
懸
神
宮
例
大
祭

秋
の
社
日
、
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動(

〜
30
日)

彼
岸
入
り
、
動
物
愛
護
週
間(

〜
26
日)

敬
老
の
日

福
島 

九
月
堂
御
籠
り

二
百
二
十
日

十
五
夜

福
岡 

筥
崎
宮
放
生
会(

〜
18
日)

白
露(

〜
21
日)

、
東
京 

北
澤
八
幡
神
社
例
大
祭(

〜
8
日)

京
都 

石
清
水
八
幡
宮
石
清
水
祭
、
大
阪 

岸
和
田
だ
ん
じ
り
祭(

14
日
〜)

神
奈
川 

鶴
岡
八
幡
宮
例
大
祭(

〜
16
日)

　
秋
分
の
日
、
彼
岸
中
日

生成AIで死者を“復活”させる技術は
人を救うのか…

2024年04月27日　ITmedia ビジネスオンライン

９月（長月・September）

１日（1960年）

1923年の同日発生した
関東大震災の大惨事を
忘れないようにと国土
交通省が制定。

防災の日
2日（1982年）

国鉄が宮崎県日向市の
リニア実験線で開発中
の磁気浮上式リニア
モーターカーが、世界
初の有人走行に成功。

ﾘﾆｱﾓーﾀーｶー
が有人走行

3日（1981年）

1979年12月に行われ
た国際連合第34回総会
で採択され、1981年に
発効した。

女子差別撤廃
条約発効

4日（1994年）

大阪府泉佐野市に開港。
日本初の24時間運用空
港であり、すべてが人
工島からなる海上空港
としても日本初。

関西国際空港
開港

7日（1960年）

ローマで開催された夏
期オリンピックで、日
本の男子体操が団体体
操で初めて金メダルを
獲得。

男子体操
初の金メダル

8日（1665年）

当時のイラン国王が、
軍事費の一部を識字教
育に回すよう提唱した
ことを記念して制定さ
れた。

国際識字デー
9日（1948年）

ソビエト連邦の占領統
治が終了し、朝鮮民主
主義人民共和国（北朝
鮮）が誕生。初代主席
には金日成が就任。

北朝鮮成立
10日（1960年）

東京、大阪の5局で本
放送を開始。放送時間
はNHKで１時間、民放
で2時間40分程度で
あった。

カラーTV
放送開始

13日（1985年）

任天堂がファミコンソ
フト「スーパーマリオブ
ラザーズ」を発売。全
世界で4,024万本の売
り上げを記録する。

スーパーマリオ
発売

ラスコー洞窟で
洞窟壁画発見

14日（1960年）

石油輸出国の利益を守
るため、イラン、サウ
ジアラビア等の５カ国
により発足。現在の加
盟国は12カ国。

石油輸出国機構
（OPEC）発足

15日（1958年）

朝日麦酒（現在のアサヒ
ビール）が日本初とな
る缶入りビール「アサヒ
ゴールド（缶）」を発売。

日本初の
缶ビール登場

16日（1948年）

配給制だったマッチの
自由販売が初めて認め
られたことを記念して
制定された。

マッチの日

19日（1991年）

アルプス山脈の氷河で
約5300年前の男性のミ
イラ「アイスマン」が発
見される。

アイスマン
発見

20日（1519年）

マゼランが５隻の軍艦・
265人とともにスペイ
ンを出航。1522年に史
上初の世界一周を成し
遂げた。

マゼランが
世界一周航海

21日（1988年）

日本で最もアルバムを
売り上げたアーティス
トとしてギネス世界記
録に認定されている。

B'z デビュー
22日（1887年）

石井十次が岡山市内
に、日本初となる孤児
院「孤児教育会(後の岡
山孤児院)」を創設す
る。

孤児教育会
創設

25日（1985年）

未盗掘で埋葬当時の姿
がほぼそのまま残って
おり、当時の埋葬儀礼
を解明する上で貴重な
資料を提供した。

藤ノ木古墳
発掘

26日（1978年）

東芝が世界初の日本語
ワードプロセッサ１号
機を製品化し、発売す
る。価格は１台630万
円で重さは220kg。

日本語ワープロ
発売

5日（1977年）

同年9月3日にホームラ
ン世界新記録を達成し
た王貞治選手に、国民
栄誉賞が贈られる。

王貞治が
国民栄誉賞

6日（2006年）

文仁親王妃紀子殿下が
悠仁親王殿下をご出産
され、皇室としては41
年ぶりとなる男児の誕
生となった。

悠仁親王殿下
ご誕生

11日（1900年）

東京・上野駅と新橋駅
の構内に日本初の公衆
電話が設置される。当
時は自動電話と呼ばれ
た。

日本初の
公衆電話設置

12日（1940年）

フランスのラスコー洞
窟にて、１万５千年前
に描かれた洞窟壁画が
発見される。

17日（1964年）

日本で初めて、東京の
浜松町～羽田空港間で
開業された。開業は東
京オリンピック準備の
一環であった。

モノレール
開業記念日

18日（1971年）

日清食品が世界初の
カップ麺となる、「カッ
プヌードル」を発売。現
在世界80カ国で発売さ
れている。

カップヌードル
発売

23日（187１年）

明治政府によって布告
され、髪型については
勝手にし、華族、士族
は刀を差さなくても構
わないとした。

原敬が初めて、衆議院
に議席を持つ政党の党
首という資格で首相に
任命。原内閣が成立し
た。

散髪脱刀令が
布告

24日（1965年）

国鉄が指定券発売窓口
「みどりの窓口」を全国
の主要152駅と日本交
通公社の83カ所の営業
所に開設。

高エネルギー物理学研
究所の森田洋平が作成
したウェブページが公
開され、日本最初のホー
ムページとなる。

みどりの窓口
開設

29日（1918年）
本格政党内閣
成立

30日（1992年）
日本最初の
ホームページ公開

27日（1917年）

栃木県の女性（当時23
歳）が自動車運転免許
試験に合格。これに由
来して「女性ドライバー
の日」が制定される。

日本初の女性
ドライバー誕生

28日（1979年）

日本電気（NEC）がパー
ソナルコンピュータ
「PC-8000シリーズ」を
発売。パソコンブーム
の火付け役となった。

NECが
パソコンを発売
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埼
玉 

大
宮
氷
川
神
社
例
祭

八
戸
三
社
祭(

７
月
31
日
〜
4
日)

青
森 

ね
ぶ
た
祭(

〜
７
日)

秋
田 

竿
燈(

〜
６
日)

、三
重 

桑
名
石
取
祭(
〜
4
日)

広
島
平
和
記
念
日
、仙
台
七
夕
ま
つ
り（
〜
８
日
）

長
崎
原
爆
忌
、京
都 

清
水
寺
千
日
詣
り(

〜
16
日)

、新
潟
祭（
〜
６
日
）

千
葉 

館
山
安
房
神
社
例
祭

徳
島
阿
波
踊
り(

〜
15
日
）

木
曽
御
獄
教
御
神
火
祭

立
秋
、山
口 

下
関
忌
宮
数
方
庭
祭(

〜
13
日)

山
形 

花
笠
祭(

〜
７
日)

京
都
・
箱
根
大
文
字

　山
の
日
、高
知
よ
さ
こ
い
祭
り(

９
日
〜
）

月
遅
れ
盆
迎
え
火

奈
良 

春
日
大
社
中
元
万
燈
籠（
〜
15
日
）

滋
賀 

建
部
大
社
船
幸
祭
、静
岡 

三
嶋
大
社
祭
り（
15
日
〜
）

神
奈
川 

鎌
倉
宮
例
祭(

19
日
〜
）

埼
玉 

四
萬
部
寺
大
施
食
会

終
戦
記
念
日

秋
田 

花
輪
ば
や
し(

〜
20
日
）

処
暑
、千
葉
神
社
だ
ら
だ
ら
祭(

16
日
〜
）

地
蔵
盆(

〜
24
日
）

東
京 

亀
戸
天
神
祭(

23
日
〜
）

山
梨 

吉
田
の
火
祭
り(

〜
27
日
）

神
奈
川 

大
山
阿
夫
利
神
社
秋
季
例
大
祭(

〜
29
日
）

2
0
2
4
年
6
月
2
7
日

d
メ
ニ
ュ
ー 

ニ
ュ
ー
ス
（
フ
ィ
ナ
シ
ー
）

「
世
界
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ

2
0
2
4
」
日
本
は
1
0
点
中
6

点
で
5
1
位

　日
本
の
幸
福
度
の
推
移（
図
表
）

を
見
る
と
、
2
0
1
7
〜
1
9
年

を
底
に
徐
々
に
上
昇
し
て
い
ま
す
。

特
に
2
0
2
0
〜
2
2
年
は
コ
ロ

ナ
禍
に
も
か
か
わ
ら
ず
最
高
値
と

な
り
、
直
近
で
は
若
干
下
が
っ
た

も
の
の
6
点
台
を
維
持
し
、
過
去

最
高
水
準
に
あ
り
ま
す
。

　や
や
意
外
な
感
じ
も
し
ま
す

が
、
日
本
だ
け
で
な
く
コ
ロ
ナ
禍

に
お
け
る
幸
福
度
の
推
移
は
世
界

的
に
も
同
様
の
傾
向
に
あ
る
そ
う

で
す
。
想
定
よ
り
も
経
済
の
落
ち

込
み
が
避
け
ら
れ
た
こ
と
や
、コ

ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
逆
に
人
と
の
つ

な
が
り
が
支
え
に
な
っ
た
等
の
要

因
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　そ
も
そ
も
世
界
幸
福
度
報
告
で

は
、
ど
の
よ
う
に
幸
福
度
を
測
っ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
実
は
各

国
の
幸
福
度
は
、
た
っ
た
一
つ
の
質

問
へ
の
回
答
に
よ
っ
て
算
出
さ
れ

ま
す
。
自
分
の
人
生
が
理
想
的
で

あ
れ
ば
1
0
、
逆
で
あ
れ
ば
０
と

し
た
場
合
に
、
ど
の
段
階
に
い
る

か
を
梯
子
（
は
し
ご
）
に
例
え
て

答
え
て
も
ら
い
ま
す
。
そ
の
上
で

幸
福
度
に
影
響
す
る
6
つ
の
要
因

（
❶
経
済
水
準
❷
社
会
的
支
援

　

❸
健
康
寿
命

　❹
人
生
選
択
の
自

由
度

　❺
寛
容
さ

　❻
政
治
の
腐

敗
）
と
し
て
、
ど
の
項
目
が
ど
の

程
度
、
幸
福
度
に
影
響
し
て
い
る

か
を
詳
し
く
分
析
し
て
い
ま
す
。

　1
4
3
カ
国
中
5
1
位
の
日
本

は
、
世
界
の
平
均
以
上
で
す
。
そ

の
要
因
は
経
済
水
準
（
国
民
一
人

当
た
り
G
D
P
）
に
あ
り
、
強
み

と
も
い
え
ま
す
。
た
だ
し
ラ
ン
キ

ン
グ
上
位
1
0
カ
国
と
比
較
す
る

と
、
強
み
で
あ
っ
た
経
済
水
準
も

相
対
的
に
低
く
な
り
、
他
の
要
因

も
同
様
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
唯

一
、
健
康
寿
命
だ
け
は
上
位
1
0

カ
国
よ
り
も
高
い
と
い
う
状
況
で

し
た
。

　幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
は
順
位
に

と
ら
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
中
身

を
ひ
も
解
く
こ
と
で
さ
ま
ざ
ま
な

示
唆
に
あ
ふ
れ
て
い
る
こ
と
に
気

付
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
自
国
の

数
値
が
ど
の
よ
う
に
、
ど
う
い
う

要
因
で
動
い
て
い
る
の
か
を
分
析

し
た
う
え
で
、
ど
ん
な
施
策
が
必

要
な
の
か
を
考
え
、
社
会
に
実
装

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

実は上がっている？「日本の幸福度」

日本の幸福度の推移 (第一生命経済研究所作成 )
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2
0
2
4
年
7
月
5
日
　
福
井
新
聞

2
0
2
4
年
7
月
2
0
日 

C
B
C
テ
レ
ビ
『
チ
ャ
ン
ト
！
』

　
都
市
部
で
顕
在
化
し
て
い
る
「
火

葬
待
ち
」
を
背
景
に
、
全
国
の
葬
儀

業
者
な
ど
の
3
割
超
で
、
火
葬
や
葬

儀
ま
で
の
間
に
遺
体
を
安
置
し
て
お

く
施
設
が
不
足
し
て
受
け
入
れ
で
き

な
い
事
態
が
生
じ
て
い
る
こ
と
が
、

厚
生
労
働
省
の
研
究
班
の
調
査
で
わ

か
っ
た
。
業
者
側
で
受
け
入
れ
で
き

な
か
っ
た
場
合
、
遺
族
や
故
人
の
自

宅
で
安
置
し
て
い
る
と
の
回
答
が
目

立
っ
た
。

　
全
日
本
墓
園
協
会
（
東
京
都
）
の

主
管
研
究
員
・
横
田
睦
さ
ん
ら
研
究

班
の
調
査
に
、
葬
儀
業
や
遺
体
安
置

業
な
ど
の
7
2
0
事
業
所
の
う
ち
約

8
3
％
が
、
葬
儀
や
火
葬
の
前
に
、

施
設
で
遺
体
を
安
置
す
る
こ
と
が

「
あ
る
」
と
答
え
た
。
そ
の
う
ち
、「
遺

族
控
室
」
で
安
置
し
て
い
る
と
こ
ろ

が
3
0
％
で
最
も
多
く
、
冷
蔵
機
能

が
な
い
遺
体
安
置
室
（
2
8
％
）、
遺

体
冷
蔵
庫
（
1
6
％
）
な
ど
と
続
い

た
。
遺
体
を
安
置
す
る
理
由
（
複
数

回
答
）
を
聞
く
と
、
葬
儀
の
日
程
調

整
、
火
葬
の
予
約
待
ち
、
葬
儀
場
の

空
き
待
ち
」
を
あ
げ
る
事
業
所
が
多

か
っ
た
。

火
葬
待
ち
で
遺
体
を

安
置
で
き
な
い

　
墓
石
で
は
な
く
、
木
を
目
印
に
遺

骨
を
土
に
埋
め
る
樹
木
葬
な
ど
の

「
自
然
葬
」
に
関
心
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
が
反
面
、
付
近
住
民
と
の
ト
ラ

ブ
ル
も
お
き
て
い
ま
す
。

ト
ラ
ブ
ル
の
火
種
は「
自
然
葬
」

　
町
内
の
9
0
％
を
山
林
が
占
め
る

三
重
県
南
部
の
大
台
町
。
自
然
葬
に

よ
る
ト
ラ
ブ
ル
は
、
川
に
沿
っ
て
走

る
道
路
脇
の
斜
面
で
起
き
ま
し
た
。

ト
ラ
ブ
ル
の
火
種
は
、
木
の
根
元
に

置
か
れ
た
桶
の
よ
う
な
も
の
。
表
面

に
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
火

葬
さ
れ
た
「
人
の
遺
骨
」で
す
。
実
は

こ
の
場
所
は
、
墓
地
と
し
て
の
許
可

や
届
け
出
が
な
い
と
の
こ
と
。
な
ぜ
、

こ
の
山
に
、
遺
骨
が
置
か
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
山
に
は
樹
木
葬
に
つ
い
て
の
説
明

と
思
わ
れ
る
立
て
看
板
が
あ
り
、
そ

こ
に
は
宗
教
法
人
の
名
前
が
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
山
を
所
有
し
、
管
理
し

て
い
る
の
は
「
自
然
宗
佛
國
寺
」
と

い
う
宗
教
法
人
と
判
明
。
法
人
の
代

表
を
務
め
る
黙
雷
住
職
に
取
材
を

な
ぜ
山
に
む
き
出
し
の
遺
骨
が
？

許
可
の
な
い
自
然
葬
に
住
民
が
憤
り

申
し
込
み
ま
し
た
。

　
2
0
0
6
年
、
住
職
は
木
材
を

使
っ
た
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
な
ど
の
事

業
を
始
め
る
た
め
に
、
こ
の
山
を
購

入
。
遺
骨
の
受
け
入
れ
は
、
事
業
費

の
一
部
を
ま
か
な
う
た
め
に
始
め
た

も
の
で
、
永
代
供
養
な
ら
1
人
2
1

万
円
だ
と
い
い
ま
す
。

　
自
然
葬
だ
と
い
う
遺
骨
は
、
上
か

ら
土
を
か
ぶ
せ
て
お
ら
ず
、
埋
め
ら

れ
た
状
態
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
住
職

は
「
森
の
お
墓
」
と
銘
打
っ
て
遺
骨

を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
が
、
墓
地
に

は
あ
た
ら
な
い
と
強
調
し
ま
す
。「
墓

地
と
し
て
の
認
識
は
な
い
で
す
。
墓

地
埋
葬
法
に
は
、
ひ
っ
か
か
ら
な
い
。

申
請
は
必
要
な
い
と
三
重
県
に
言
わ

れ
た
」。
住
職
は
、
三
重
県
の
担
当

者
（
当
時
）
か
ら
「
遺
骨
が
地
表
に

み
え
て
い
る
状
態
は
『
埋
葬
』
で
は

な
く
、法
律
が
禁
止
し
て
い
な
い
『
散

骨
』
に
あ
た
り
、
私
有
地
に
散
骨
を

し
て
い
る
と
い
う
解
釈
を
す
れ
ば
、

墓
地
と
し
て
の
許
可
申
請
は
必
要
な

い
」
と
言
わ
れ
た
と
主
張
し
て
い
ま

す
。
三
重
県
に
確
認
す
る
と
、「
2
0

年
近
く
前
で
、
記
録
も
な
い
た
め
、

そ
の
よ
う
な
や
り
と
り
が
あ
っ
た
か

の
確
認
が
と
れ
な
い
」
と
い
い
ま
す
。

厚
生
労
働
省
で
は
、
あ
く
ま
で
も
一

般
論
と
し
な
が
ら
も
、「
遺
骨
が
土

に
埋
ま
っ
て
い
な
け
れ
ば
墓
地
で
は

な
い
」
と
の
見
解
で
し
た
。つ
ま
り
、

熊
野
市
の
施
設
は
、
遺
骨
を
埋
め
て

い
る
か
ら
墓
地
。一
方
、
大
台
町
の

山
は
、
埋
め
て
い
な
い
か
ら
墓
地
で

は
な
い
と
解
釈
で
き
ま
す
。

　
現
在
、
墓
地
の
経
営
に
関
す
る
許

可
の
権
限
は
、
三
重
県
か
ら
大
台
町

に
委
譲
さ
れ
て
い
ま
す
。
2
0
2
3

年
の
町
議
会
で
は
、
墓
地
と
し
て
の

申
請
を
出
す
よ
う
に
求
め
て
い
く
と

し
て
い
ま
し
た
が
、
県
に
判
断
を
委

ね
た
い
と
い
う
意
見
も
。

　
地
表
に
遺
骨
が
置
か
れ
た
状
態

が
、
埋
葬
で
は
な
く
散
骨
だ
と
し
て

も
「
ル
ー
ル
が
必
要
」
と
、
条
例
制

定
を
訴
え
る
町
議
会
議
員
も
い
ま

す
。
大
台
町
議
会
・
元
坂
正
人
議
員

は
、「
早
い
こ
と
条
例
で
も
作
っ
て
。

町
の
幹
部
も
そ
う
で
す
け
ど
、
他
人

事
み
た
い
な
こ
と
を
言
わ
ん
と
、

し
っ
か
り
と
や
っ
て
ほ
し
い
」 

　
静
か
な
山
の
中
で
眠
り
に
つ
い
た

は
ず
の
故
人
に
と
っ
て
、
安
ら
か
と

は
言
え
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

2
0
2
4
年
6
月
2
1
日 

ま
い
ど
な
ニ
ュ
ー
ス

　
福
島
県
で
は
葬
式
に
参
列
し
た

際
の
お
土
産
に
真
っ
白
な
赤
飯
が

配
ら
れ
る
。
ど
う
や
ら
、
東
北
あ
る

あ
る
の
風
習
だ
と
い
う
。
地
元
の
葬

儀
会
社
に
聞
い
て
み
る
と
―
。

　
福
島
県
で
葬
祭
業
を
営
む
「
総

合
葬
祭
あ
お
き
」
に
よ
る
と
、
白
い

赤
飯
は
、
地
元
で
「
お
ふ
か
し
」「
白

ふ
か
し
」
と
呼
ば
れ
、
赤
飯
を
言
い

換
え
た
言
葉
だ
と
い
う
。
も
ち
米
に

白
イ
ン
ゲ
ン
豆
が
入
っ
て
お
り
、
小

豆
の
風
味
は
な
い
も
の
の
、
も
ち
っ

と
し
た
食
感
が
特
徴
だ
と
い
う
。

「
葬
儀
は
、
古
く
は
地
域
で
支
え
て

い
た
も
の
だ
っ
た
ん
で
す
。
お
祝
い

事
の
赤
飯
と
は
反
対
に
、
葬
儀
で
は

白
や
黒
の
も
の
を
用
意
し
ま
す
。
そ

れ
で
、
近
所
の
人
へ
の
お
礼
と
し
て

『
お
ふ
か
し
』
を
配
っ
て
い
た
ん
で

す
ね
。
持
っ
て
帰
っ
て
も
ら
っ
て
故

人
を
偲
ん
で
も
ら
う
と
い
う
意
味

が
あ
り
ま
す
」。

　
福
島
県
白
河
市
で
は
、
白
ふ
か

し
が
主
流
。
少
し
離
れ
た
東
白
川

郡
な
ど
で
は
、
白
ふ
か
し
に
昆
布
を

乗
せ
た
「
黒
飯
」
と
呼
ば
れ
る
仏
事

食
が
出
る
こ
と
も
あ
る
と
話
し
た
。

福
島
県
の
お
葬
式
で

「
真
っ
白
な
赤
飯
」
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(3)  

率先励行   葬儀会館の取組み

廃
食
用
油
回
収
の
取
組
み

　
株
式
会
社
セ
ル
モ（
熊
本
市
）

で
は
環
境
に
や
さ
し
い
「
事
業

所
グ
リ
ー
ン
宣
言
」
に
登
録
し

ま
し
た
。

　
ま
ず
私
た
ち
に
出
来
る
こ
と

か
ら
と
い
う
こ
と
で
、「
廃
食
用

油
回
収
活
動
」
と
し
て
、
廃
棄

さ
れ
る
油
を
リ
サ
イ
ク
ル
す
る

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

活
動
を
通
じ
、
地
産
地
消
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
資
源
と
し
て
地
域
に

還
元
し
て
い
き
ま
す
。

　
株
式
会
社
セ
ル
モ
で
は
地
域

と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の
未
来

を
見
据
え
な
が
ら
、
誰
も
が
住

み
良
い
環
境
を
実
現
し
て
い
く

た
め
、
今
後
も
様
々
な
活
動
を

実
施
し
て
参
り
ま
す
。

2
0
2
4
年
7
月
8
日

P
R 

T
I
M
E
S
（
株
式
会
社
セ
ル
モ
）

鎌
倉
新
書
主
催
、
第
一
回
「
終

活
川
柳
大
賞
」の
佳
作
を
ご
紹

介
。
終
活
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
、

ユ
ー
モ
ラ
ス
に
描
い
て
い
ま
す
。

終
活
川
柳

株
式
会
社
鎌
倉
新
書

コ
レ
カ
ラ
終
活
フ
ェ
ア
運
営
事
務
局

死にたいと
言ってるくせに
医者はしご

（花キャベツ 埼玉県 82歳）

物減らし
豊かさ増やす
老いの道

（山宗雲水 栃木県 44歳）

照れくさく
言えぬ思いを
遺言で

（ぷーちゃん 大阪府 52歳）

1
日
で
完
売
し
た

コ
ラ
ボ
念
珠
を
再
販

　
株
式
会
社
あ
い
プ
ラ
ン
（
札

幌
市
）
の
仏
壇
・
仏
具
を
取
り

扱
う
誠
心
堂
で
は
、
5
月
に
1

日
限
り
の
販
売
で
完
売
し
た
北

海
道
コ
ン
サ
ド
ー
レ
札
幌
と
の

コ
ラ
ボ
念
珠
を
皆
様
か
ら
の
お

声
に
応
え
て
、
誠
心
堂
オ
ン
ラ

イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
に
て
再
販
売
い

し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
た
く
さ
ん
の
ご
要

望
を
い
た
だ
い
た
女
性
用
片
手

念
珠
も
新
た
に
販
売
い
た
し
ま

す
。
男
性
用
と
同
じ
く
、
素
材

は
黒
檀
材
、
瑪
瑙
、
正
絹
を
使

用
。
大
き
な
親
玉
に
は
表
裏
に

「
1
2
」
と
「
星
マ
ー
ク
」
を
刻

印
し
ま
し
た
。
色
を
入
れ
な
い

素
彫
り
に
す
る
こ
と
で
、
さ
り

げ
な
い
サ
ポ
ー
タ
ー
ア
イ
テ
ム

と
し
て
お
使
い
い
た
だ
け
ま
す
。

2
0
2
4
年
7
月
1
7
日

P
R 

T
I
M
E
S
（
株
式
会
社
あ
い
プ
ラ
ン
）

喪
主
不
要
の
葬
儀

お
ひ
と
り
さ
ま
狙
う

　
葬
儀
大
手
の
公
益
社
を
傘

下
と
す
る
燦
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
（
H
D
）
が
、
喪
主
の
要
ら

な
い
葬
儀
の
全
国
展
開
を
検
討

し
て
い
る
こ
と
が
、
分
か
っ
た
。

身
寄
り
の
な
い
「
お
ひ
と
り
さ

ま
」
の
需
要
を
取
り
込
む
狙
い

が
あ
る
。
燦
H
D
に
よ
る
と
、

業
界
で
も
珍
し
い
取
り
組
み
と

い
う
。
契
約
者
の
葬
儀
か
ら
納

骨
ま
で
を
一
手
に
引
き
受
け
、

料
金
は
生
前
に
確
定
さ
せ
て
安

心
感
も
ア
ピ
ー
ル
す
る
考
え

だ
。

　
サ
ー
ビ
ス
名
は
「
喪
主
の
い

ら
な
い
お
葬
式
」
で
、
関
西
で

5
月
に
先
行
展
開
し
て
い
る
。

今
夏
以
降
に
関
東
を
加
え
た

後
、
全
国
に
広
げ
る
。
燦
H
D

は
同
業
の
き
ず
な
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
を
今
秋
に
買
収
す
る
予

定
で
、
き
ず
な
が
強
み
を
持
つ

北
海
道
や
九
州
で
も
売
り
込
み

た
い
考
え
。
平
均
的
な
規
模
の

葬
儀
で
1
0
0
万
円
程
度
だ
。

2
0
2
4
年
8
月
1
4
日
　
共
同
通
信

葬
儀
経
営
ド
ッ
ト
コ
ム
H
P
よ
り

  

葬
儀
社
が
参
入
す
る

  

新
ビ
ジ
ネ
ス 

1/3

❶
空
き
家
再
生
ビ
ジ
ネ
ス

空
き
家
再
生
ビ
ジ
ネ
ス
と
は
、

売
買
仲
介
会
社
か
ら
築
年
数

3
5
年
前
後
の
中
古
戸
建
を
仕

入
れ
て
現
状
回
復
の
リ
フ
ォ
ー

ム
を
行
い
、
販
売
す
る
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
で
す
。

業
界
背
景
と
し
て
は
、
全
国
の

空
き
家
の
割
合
は
年
々
増
加
し

て
お
り
ま
す
。
年
間
約
6
0
万

戸
ず
つ
上
が
っ
て
い
く
見
込
み

の
空
き
家
で
す
が
、
2
0
1
8

年
時
点
で
1
3
%
だ
っ
た
の
に

対
し
、
2
0
2
8
年
の
予
想
で

は
2
3
％
以
上
に
な
る
と
見
込

ま
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
全
国
で
空
き
家
が
増
加
し
て

い
く
世
の
中
を
背
景
に
、
行
政

も
中
古
住
宅
の
流
通
を
後
押
し

す
る
制
度
を
年
々
施
行
し
て
お

り
ま
す
。
葬
儀
後
の
ア
フ
タ
ー

に
お
い
て
も
、
空
き
家
の
対
象

と
な
る
方
は
い
ら
っ
し
ゃ
る
た

め
、
葬
儀
事
業
と
の
相
乗
効
果

も
見
込
め
ま
す
。
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マスコミ通信　mass communication report

「
故
人
様
と
同
じ
日
に
、

こ
ん
な
方
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
て
い
ま
す
…
」

そ
ん
な
一
言
を
き
っ
か
け
に
、

傷
心
の
喪
主
様
へ
、
さ
り
げ
な
い
い
た
わ
り
の
お
声
が
け
を
。

一

日

（
日
）

二

日

（
月
）

三

日

（
火
）

四

日

（
水
）

五

日

（
木
）

六

日

（
金
）

七

日

（
土
）

八

日

（
日
）

九

日

（
月
）

十

日

（
火
）

十
一
日
（
水
）

十
二
日
（
火
）

十
三
日
（
金
）

十
四
日
（
土
）

十
五
日
（
日
）

十
六
日
（
月
）

十
七
日
（
火
）

十
八
日
（
水
）

十
九
日
（
木
）

二
十
日
（
金
）

二
十
一
日
（
土
）

二
十
三
日
（
月
）

二
十
四
日
（
火
）

二
十
五
日
（
水
）

二
十
六
日
（
木
）

二
十
七
日
（
金
）

二
十
二
日
（
日
）

二
十
九
日
（
日
）

三
十
日
（
月
）

二
十
八
日
（
土
）

昭
和
九
年
（
一
九
三
四
年
）

昭
和
四
十
四
年 

（
一
九
六
九
年
）

昭
和
五
十
六
年 

（
一
九
八
一
年
）

昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
年
）

平
成
十
年
（
一
九
九
八
年
）

昭
和
五
十
一
年 

（
一
九
七
六
年
）

昭
和
八
年 
（
一
九
三
三
年
）

明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
年
）

昭
和
四
十
年
（
一
九
六
五
年
）

昭
和
六
十
一
年 

（
一
九
八
六
年
）

天
正
二
十
年
（
一
五
九
二
年
）

昭
和
四
十
三
年 

（
一
九
六
八
年
）

正
徳
二
年
（
一
七
一
二
年
）

昭
和
五
十
七
年
（
一
九
八
二
年
）

平
成
二
年 

（
一
九
九
〇
年
）

明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
年
）

天
明
三
年
（
一
七
八
三
年
）

天
明
六
年
（
一
七
八
六
年
）

大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
年
）

大
正
二
年
（
一
九
一
三
年
）

昭
和
八
年
（
一
九
三
三
年
）

宝
暦
十
二
年（
一
七
六
二
年
）

明
治
十
年（
一
八
七
七
年
）

昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
年
）

平
成
八
年
（
一
九
九
六
年
）

宝
暦
十
二
年
（
一
七
六
二
年
）

平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
年
）

大
正
四
年
（
一
九
一
五
年
）

明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
年
）

大
正
六
年
（
一
九
一
七
年
）

 

 
 

   

 

 
 

 

 
 

 

 

  

Ⓐ

 

  

 
 

  

友
引

友
引

友
引

友
引

友
引

(4)  
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マスコミ通信　mass communication report(5)  

「
故
人
様
と
同
じ
日
に
、

こ
ん
な
方
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
て
い
ま
す
…
」

そ
ん
な
一
言
を
き
っ
か
け
に
、

傷
心
の
喪
主
様
へ
、
さ
り
げ
な
い
い
た
わ
り
の
お
声
が
け
を
。

一

日

（
日
）

二

日

（
月
）

三

日

（
火
）

四

日

（
水
）

五

日

（
木
）

六

日

（
金
）

七

日

（
土
）

八

日

（
日
）

九

日

（
月
）

十

日

（
火
）

十
一
日
（
水
）

十
二
日
（
火
）

十
三
日
（
金
）

十
四
日
（
土
）

十
五
日
（
日
）

十
六
日
（
月
）

十
七
日
（
火
）

十
八
日
（
水
）

十
九
日
（
木
）

二
十
日
（
金
）

二
十
一
日
（
土
）

二
十
三
日
（
月
）

二
十
四
日
（
火
）

二
十
五
日
（
水
）

二
十
六
日
（
木
）

二
十
七
日
（
金
）

二
十
二
日
（
日
）

二
十
九
日
（
日
）

三
十
日
（
月
）

二
十
八
日
（
土
）

昭
和
九
年
（
一
九
三
四
年
）

昭
和
四
十
四
年 

（
一
九
六
九
年
）

昭
和
五
十
六
年 

（
一
九
八
一
年
）

昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
年
）

平
成
十
年
（
一
九
九
八
年
）

昭
和
五
十
一
年 

（
一
九
七
六
年
）

昭
和
八
年 

（
一
九
三
三
年
）

明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
年
）

昭
和
四
十
年
（
一
九
六
五
年
）

昭
和
六
十
一
年 

（
一
九
八
六
年
）

天
正
二
十
年
（
一
五
九
二
年
）

昭
和
四
十
三
年 

（
一
九
六
八
年
）

正
徳
二
年
（
一
七
一
二
年
）

昭
和
五
十
七
年
（
一
九
八
二
年
）

平
成
二
年 

（
一
九
九
〇
年
）

明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
年
）

天
明
三
年
（
一
七
八
三
年
）

天
明
六
年
（
一
七
八
六
年
）

大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
年
）

大
正
二
年
（
一
九
一
三
年
）

昭
和
八
年
（
一
九
三
三
年
）

宝
暦
十
二
年（
一
七
六
二
年
）

明
治
十
年（
一
八
七
七
年
）

昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
年
）

平
成
八
年
（
一
九
九
六
年
）

宝
暦
十
二
年
（
一
七
六
二
年
）

平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
年
）

大
正
四
年
（
一
九
一
五
年
）

明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
年
）

大
正
六
年
（
一
九
一
七
年
）

 

 
 

   

 

 
 

 

 
 

 

 

  

Ⓐ

 

  

 
 

  

友
引

友
引

友
引

友
引

友
引

(5)  
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マスコミ通信　mass communication report(5)  

「
故
人
様
と
同
じ
日
に
、

こ
ん
な
方
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
て
い
ま
す
…
」

そ
ん
な
一
言
を
き
っ
か
け
に
、

傷
心
の
喪
主
様
へ
、
さ
り
げ
な
い
い
た
わ
り
の
お
声
が
け
を
。

平
成
十
九
年
（
ニ
〇
〇
七
年
）

慶
長
十
六
年
（
一
六
一
一
年
）

昭
和
三
十
七
年
（
一
九
六
二
年
）

昭
和
六
十
二
年
（
一
九
八
七
年
）

万
治
三
年
（
一
六
六
〇
年
）

昭
和
三
十
七
年
（
一
九
六
二
年
）

令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
年
）

寛
政
四
年
（
一
七
九
二
年
）

平
成
四
年
（
一
九
九
二
年
）

平
成
三
年
（
一
九
九
一
年
）

明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
年
）

元
治
元
年
（
一
八
六
四
年
）

大
正
八
年
（
一
九
一
九
年
）

昭
和
六
十
三
年
（
一
九
八
八
年
）

昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
年
）

平
成
六
年
（
一
九
九
四
年
）

平
成
四
年
（
一
九
九
二
年
）

令
和
三
年
（
二
〇
二
一
年
）

昭
和
五
十
二
年
（
一
九
七
七
年
）

元
治
元
年
（
一
八
六
四
年
）

昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
年
）

明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
年
）

昭
和
三
十
八
年
（
一
九
六
三
年
）

安
政
五
年
（
一
八
五
八
年
）

明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
年
）

昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
年
）

平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
年
）

平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
年
）

平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
年
）

平
成
二
十
六
年
（
二
〇
一
四
年
）

昭
和
四
十
年
（
一
九
六
五
年
）

    

 

 

 

 

 

 

   

 
 

友
引

友
引

友
引

友
引

友
引

友
引

一

日

（
木
）

二

日

（
金
）

三

日

（
土
）

四

日

（
日
）

五

日

（
月
）

六

日

（
火
）

七

日

（
水
）

八

日

（
木
）

九

日

（
金
）

十

日

（
土
）

十
一
日
（
日
）

十
二
日
（
月
）

十
三
日
（
火
）

十
四
日
（
水
）

十
五
日
（
木
）

十
六
日
（
金
）

十
七
日
（
土
）

十
八
日
（
日
）

十
九
日
（
月
）

二
十
日
（
火
）

二
十
一
日
（
水
）

二
十
三
日
（
金
）

二
十
四
日
（
土
）

二
十
五
日
（
日
）

二
十
六
日
（
月
）

二
十
七
日
（
火
）

二
十
二
日
（
木
）

二
十
九
日
（
木
）

三
十
日
（
金
）

二
十
八
日
（
水
）

三
十
一
日
（
土
）

一

日

（
木
）

二

日

（
金
）

三

日

（
土
）

四

日

（
日
）

五

日

（
月
）

六

日

（
火
）

七

日

（
水
）

八

日

（
木
）

九

日

（
金
）

十

日

（
土
）

十
一
日
（
日
）

十
二
日
（
月
）

十
三
日
（
火
）

十
四
日
（
水
）

十
五
日
（
木
）

十
六
日
（
金
）

十
七
日
（
土
）

十
八
日
（
日
）

十
九
日
（
月
）

二
十
日
（
火
）

二
十
一
日
（
水
）

二
十
三
日
（
金
）

二
十
四
日
（
土
）

二
十
五
日
（
日
）

二
十
六
日
（
月
）

二
十
七
日
（
火
）

二
十
二
日
（
木
）

二
十
九
日
（
木
）

三
十
日
（
金
）

二
十
八
日
（
水
）

三
十
一
日
（
土
）

(5)  
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マスコミ通信　mass communication report (6)  (6)  

　
遺
影
を
も
と
に
3
D
プ
リ

ン
タ
ー
で
故
人
の
姿
を
立
体

的
に
表
す「
遺
人
形（
遺
フ
ィ

ギ
ュ
ア
）」。
大
切
な
人
を
亡

く
し
た
人
々
が
、
死
後
も
故

人
の
存
在
を
身
近
に
感
じ
ら

れ
る
よ
う
、
在
り
し
日
の
姿

を
精
巧
に
再
現
す
る
遺
人
形

を
求
め
て
い
る
の
だ
そ
う
で

す
。
今
回
は
同
製
品
を
製
造

す
る
ロ
イ
ス
エ
ン
タ
テ
イ
ン

メ
ン
ト
の
廣
瀬
勇
一
社
長
、

そ
し
て
山
岡
未
弥
さ
ん
に
、

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
立
場

か
ら
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

遺
人
形
と
は
ど
の
よ
う
な
も

の
で
す
か
？

山
岡
／
遺
人
形
は
、フ
ル
カ

ラ
ー
3
D
プ
リ
ン
タ
ー
を
使

い
、
ご
依
頼
者
様
か
ら
ご
提

供
の
遺
影
を
も
と
に
作
ら
れ

ま
す
。
材
質
は
フ
ル
カ
ラ
ー

樹
脂
で
、
高
さ
2
0
〜
3
0

セ
ン
チ
の
も
の
ま
で
製
作
可

能
で
す
。
デ
ザ
イ
ナ
ー
が

　
マ
イ
ル
の
譲
渡
や
売
買
は

禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

J
A
L
や
A
N
A
で
は
、マ

イ
ル
の
所
有
者
が
死
亡
し
た

場
合
に
限
り
「
マ
イ
ル
の
相

続
」
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
マ
イ
ル
が
相
続
で
き
る
の

は
「
法
定
相
続
人
」
で
、
仲

が
よ
か
っ
た
友
人
や
親
戚
が

自
由
に
相
続
で
き
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
法
定
相
続

人
は
民
法
上
で
規
定
さ
れ
て

お
り
、
配
偶
者
と
子
・
孫
・

兄
弟
姉
妹
・
親
・
祖
父
母
な

ど
の
「
血
族
」
が
対
象
で
す
。

夫
の
兄
弟
や
夫
の
親
な
ど
の

「
姻
族
」
は
法
定
相
続
人
に

含
ま
れ
ま
せ
ん
。

　
一
部
例
外
も
あ
り
ま
す
。 

会
員
が
生
前
に
遺
言
書
を
残

し
て
い
た
場
合
、
法
的
相
続

人
以
外
で
も
相
続
は
可
能
で

す
。
こ
れ
は
、「
遺
贈
」
と
い

う
手
段
で
す
。
た
だ
し
、
単

に
遺
言
書
に
書
い
て
お
け
ば

よ
い
わ
け
で
は
な
い
の
で
、

行
政
書
士
や
司
法
書
士
な
ど

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

作
っ
た
3
D
デ
ー
タ
を
お
客

様
が
確
認
し
、
承
認
を
い
た

だ
い
た
デ
ー
タ
で
3
D
プ
リ

ン
タ
ー
を
使
っ
て
フ
ィ
ギ
ュ
ア

を
成
形
・
着
色
、
納
品
と
い
っ

た
流
れ
で
、二
ヶ
月
程
度
か

か
る
場
合
が
多
い
で
す
。

利
用
者
は
主
に
ど
ん
な
方
な

の
で
し
ょ
う
か
？

山
岡
／
周
囲
の
方
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
情
報
を

通
じ
て
こ
ち
ら
の
サ
ー
ビ
ス

を
知
っ
た
と
い
う
ご
遺
族
が

多
い
で
す
。
故
人
の
存
在
を

よ
り
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
遺

人
形
に
意
義
を
見
出
さ
れ
る

よ
う
で
す
。
タ
キ
シ
ー
ド
や

ド
レ
ス
な
ど
を
お
召
し
に

な
っ
た
姿
を
遺
そ
う
と
す
る

方
は
意
外
に
少
な
く
、
普
段

着
の
ま
ま
を
ご
希
望
さ
れ
る

場
合
が
多
い
で
す
。
な
か
に

は
「
終
活
」の
一
環
と
し
て
、

ご
自
身
で
注
文
さ
れ
る
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
み
て

分
か
っ
た
こ
は
あ
り
ま
す
か
？

廣
瀬
社
長
／
人
間
は
亡
く
な
っ

た
方
を
イ
メ
ー
ジ
で
捉
え
て
い

て
、
正
確
な
見
た
目
を
覚
え
て

い
な
い
ケ
ー
ス
が
多
い
と
い
う

こ
と
で
す
ね
。
遺
さ
れ
た
人
の

記
憶
に
あ
る
故
人
の
姿
と
実
際

の
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
こ
と
も
し

ば
し
ば
で
…
。「
こ
ん
な
ん
じ
ゃ

な
い
」
と
言
わ
れ
る
事
も
あ
り

ま
す
。い
た
だ
い
た
お
写
真
に

忠
実
に
作
っ
て
い
る
の
で
、困
っ

ち
ゃ
う
ん
で
す
が
（
笑
）。
遺
人

形
は
、実
際
の
見
た
目
よ
り
も
、

ご
依
頼
者
様
の
イ
メ
ー
ジ
に
近

い
か
た
ち
に
仕
上
げ
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
の
で
、
製
作
段
階

で
し
っ
か
り
と
ヒ
ア
リ
ン
グ
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

山
岡
／
3
D
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
多

数
い
る
弊
社
は
、こ
れ
ま
で

フ
ィ
ギ
ュ
ア
製
作
で
培
っ
て
き

た
技
術
を
も
っ
て
、
お
客
様
の

要
望
に
可
能
な
限
り
対
応
し
た

い
と
い
う
の
が
私
の
思
い
で
す
。

で
き
上
が
っ
た
遺
人
形
を
受
け

取
っ
た
お
客
様
か
ら
は
「
立
体

物
な
ら
で
は
の
存
在
感
が
あ
っ

て
、
ま
る
で
故
人
が
帰
っ
て
き

た
よ
う
だ
」
と
い
う
お
言
葉
も

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
印
象
的
だ
っ
た
注
文

な
ど
は
あ
り
ま
す
か
？

山
岡
／
「
亡
く
な
っ
た
親
御
さ

ん
が
大
切
に
し
て
い
た
愛
犬
も

一
緒
に
添
え
た
い
」
や
、「
料
理

人
の
故
人
に
お
玉
を
持
た
せ
た

い
」「
釣
り
好
き
な
夫
に
、
大
き

い
鯛
を
持
た
せ
て
あ
げ
た
い
」

な
ど
の
ご
要
望
を
い
た
だ
い
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
や
は
り
、

故
人
に
ま
つ
わ
る
思
い
出
を
想

起
さ
せ
る
も
の
が
多
い
で
す
。

廣
瀬
社
長
／
先
ほ
ど
も
申
し

あ
げ
た
と
お
り
、
ご
依
頼
を
い

た
だ
い
た
こ
と
で
始
ま
っ
た
こ

の
遺
人
形
で
す
の
で
、
サ
ー
ビ

ス
自
体
も
お
客
様
の
声
に
対
応

し
拡
充
し
て
い
ま
す
。
弊
社
の

3
D
デ
ザ
イ
ン
・
造
型
の
技
術

も
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
進
化
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
可
能
な
範
囲

で
皆
さ
ん
の
思
い
に
お
応
え
で

き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

2
0
2
4
年
7
月
4
日  

女
子
S
P
A
！

ド
ッ
ト
マ
ネ
ー
編
集
部

亡
く
な
っ
た
家
族
の
姿
を

3
D
フ
ィ
ギ
ュ
ア
化

●
祖
母
の
通
夜
で
の
出
来
事
。 

真
横
を
通
り
過
ぎ
た
僧
侶
の

衣
服
の
キ
ラ
キ
ラ
さ
に
、
姪
の

一
人(

当
時
2
歳)

が
目
と
口

を
大
き
く
開
き
、
そ
の
ま
ま
後

を
追
お
う
と
し
て
即
捕
獲
さ
れ

る
逮
捕
劇
を
見
届
け
る
こ
と
に

な
っ
た
。 

正
直
、
あ
の
一
瞬
に

は
救
わ
れ
た
。

●
姪
が
3
歳
の
時
、
彼
女
に

と
っ
て
曽
祖
母
の
お
葬
式
が
あ

り
ま
し
た
。喋
り
続
け
る
姪
に
、

「
静
か
に
ね
」
と
言
っ
た
ら
少
し

考
え
て
、「
う
る
さ
い
人
い
る

よ
！
」
と
読
経
中
の
お
坊
様
を

指
差
し
、
不
穏
な
空
気
に
。

●
息
子
が
６
歳
の
時
、
実
家

近
く
の
お
寺
さ
ん
で
の
法
要
に

参
加
し
ま
し
た
。
お
寺
へ
伺
う

の
が
お
初
だ
っ
た
息
子
。
足
を

踏
み
入
れ
ど
う
や
ら
和
風
旅
館

と
勘
違
い
し
た
よ
う
で
、
事
も

あ
ろ
う
か
通
り
か
か
っ
た
お
坊

様
に
『
お
風
呂
は
ど
こ
で
す

か
？
？
』
と
聞
い
て
い
ま
し
た
。

お
葬
儀
面
白
エ
ピ
ソ
ー
ド

ほ
っ
こ
り

タ
イ
ム

252627

マ
イ
ル
は
相
続
で
き
る
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コ
ン
パ
ク
ト
で
、
シ
ン

プ
ル
で
、美
し
い
神
棚
。

「
も
こ
の
こ 

か
み
だ
な 

し
ろ
」

　
か
み
だ
な
「
し
ろ
」
は
、

ヒ
ノ
キ
の
本
体
に
白
の
メ
ラ

ミ
ン
化
粧
板
を
貼
る
こ
と
で

ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な
フ
ォ
ル

ム
を
実
現
。
日
本
で
は
神
聖

な
色
と
さ
れ
る
白
を
取
り

入
れ
ま
し
た
。

　
立
体
模
型
化
し
た
伊
勢

神
宮
に
御
札
を
祀
る
と
い

う
従
来
の
神
棚
の
思
想
は

変
え
ず
、
伊
勢
神
宮
を
モ

チ
ー
フ
化
し
、
ヒ
ノ
キ
に
彫

り
付
け
ま
し
た
。
神
棚
を
い

わ
ば
二
次
元
で
表
現
す
る
こ

と
に
よ
り
、
ミ
ニ
マ
ム
で
現

代
的
な
空
間
に
も
合
う
ス

タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な
神
棚
が
生

ま
れ
ま
し
た
。

　
天
井
に
近
い
壁
や
高
い

棚
の
上
な
ど
小
さ
な
ス
ペ
ー

ス
で
も
、
イ
ン
テ
リ
ア
か
ら

浮
い
て
し
ま
う
こ
と
な
く
祀

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。マ
ン

シ
ョ
ン
や
ア
パ
ー
ト
、
和
室

の
な
い
家
屋
、
単
身
者
の
住

ま
い
な
ど
住
宅
だ
け
で
な

く
、
店
舗
な
ど
に
も
使
え
る

モ
ダ
ン
な
デ
ザ
イ
ン
。
国
産

ヒ
ノ
キ
の
、
木
の
香
り
に
心

も
安
ら
ぎ
ま
す
。

　
か
み
だ
な
の
中
に
は
、
お

札
を
納
め
ま
す
。
神
社
の
お

札
の
サ
イ
ズ
に
は
種
類
が

あ
り
ま
す
。
か
み
だ
な
は
最

も
多
く
お
祀
り
さ
れ
て
い
る

角
祓
大
麻
と
頒
布
大
麻
を

納
め
る
こ
と
が
で
き
る
大
き

さ
で
す
。
東
日
本
大
震
災
に

よ
っ
て
、
仮
設
住
宅
に
住
ま

う
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
方
々
か
ら
場
所
を
と
ら

ず
、
心
の
拠
り
所
と
な
る
よ

う
な
コ
ン
パ
ク
ト
な
神
棚
は

つ
く
れ
な
い
か
と
相
談
さ
れ

た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
製
作

さ
れ
て
い
ま
す
。
G
O
O
D 

D
E
S
I
G
N 

A
W
A
R
D 

2
0
1
7
を
受
賞
。正

木
屋
材
木
店

A
m
a
z
o
n
　
G-

7
ネ
ッ
ト
ス
ト
ア

A
m
a
z
o
n
　
エ
ガ
オ
ク
ル
ス
ト
ア

電
池
式
「
お
経
を
唱
え

る
お
坊
さ
ん
」

　
設
定
し
た
時
刻
に
な
る

と
１
日
１
回
自
動
で
お
坊

さ
ん
の
読
経
が
始
ま
り
ま

す
。
１
回
お
経
が
終
わ
る
と

自
動
で
止
ま
り
ま
す
。
忙
し

く
時
間
が
な
い
人
や
う
っ
か

り
忘
れ
て
し
ま
う
人
も
「
お

ま
か
せ
お
坊
さ
ん
」
に
お
ま

か
せ
く
だ
さ
い
。
ボ
タ
ン
を

押
す
だ
け
で
も
読
経
が
聴

け
ま
す
。一
時
停
止
も
あ
る

の
で
読
経
の
練
習
に
も
。
お

坊
さ
ん
の
声
や
木
魚
、
お
り

ん
音
ま
で
デ
ジ
タ
ル
録
音

し
て
い
る
の
で
、
ま
る
で
お

坊
さ
ん
が
自
宅
で
お
経
を

唱
え
て
く
れ
て
い
る
か
の
よ

う
で
す
。
飾
っ
て
お
く
だ
け

で
も
穏
や
か
な
表
情
の
仏

様
に
心
を
癒
さ
れ
ま
す
。

ミ
ル
キ
ー
・
サ
ク
マ
ド

ロ
ッ
プ
ス
の
ミ
ニ
線
香

　
カ
メ
ヤ
マ
ロ
ー
ソ
ク
の

「
故
人
の
好
物
シ
リ
ー
ズ
」。 

ミ
ル
キ
ー
＆
サ
ク
マ
ド
ロ
ッ

プ
ス
と
の
コ
ラ
ボ
セ
ッ
ト
！

甘
い
も
の
が
大
好
き
だ
っ
た

大
切
な
方
へ
の
お
供
え
に
お

す
す
め
で
す
。

■
ミ
ル
キ
ー
の
香
り
の
ミ
ニ

寸
線
香
／
発
売
か
ら
7
0

年
、
世
代
を
越
え
て
愛
さ
れ

て
い
る 

不
二
家
定
番
お
菓

子
ミ
ル
キ
ー
の
香
り
の
お
線

香
。

■
サ
ク
マ
ド
ロ
ッ
プ
ス 

ミ
ニ

寸
線
香
／
昔
か
ら
変
わ
ら

な
い
お
な
じ
み
の
パ
ッ
ケ
ー

ジ
が
目
を
引
く
、 

サ
ク
マ
ド

ロ
ッ
プ
ス
の
４
種
の
フ
ル
ー

ツ
の
香
り
が
楽
し
め
る
ミ
ニ

寸
お
線
香
。

新ご供養アイテム  あれこれ…

【
葬
式
組
曲
】

　著
者
　
天
祢 

涼

出
版
社
　
文
藝
春
秋

２
０
代
の
女
性
社
長
が
率

い
る
「
北
条
葬
儀
社
」。
癖

の
強
い
社
員
ば
か
り
だ
が
、

遺
族
か
ら
は
抜
群
の
評
価

を
得
て
い
る
。
な
ん
と
、
彼

ら
に
は
故
人
が
遺
し
た「
謎
」

を
解
明
す
る
意
外
な
一
面
が

あ
っ
た
の
だ
。
奇
妙
な
遺
言

を
残
し
た
父
親
、
火
葬
を
頑

な
に
拒
否
す
る
遺
族
、
霊
安

室
か
ら
忽
然
と
消
え
た
息

子
ー
。
謎
に
充
ち
た
葬
儀
の

果
て
に
衝
撃
の
結
末
が
待

ち
受
け
る
ミ
ス
テ
リ
ー
連
作

短
編
集
。
日
本
推
理
作
家

協
会
賞
＆
本
格
ミ
ス
テ
リ

大
賞
Ｗ
ノ
ミ
ネ
ー
ト
作
。

【
す
ご
い
葬
式
　
笑
い
で

死
を
乗
り
越
え
る
】

　著
者
／
小
向
敦
子

出
版
社
／
朝
日
新
聞
出
版

ど
う
せ
な
ら
笑
っ
て
旅
立
と

う
じ
ゃ
な
い
か
！ 

日
本
に

は
「
笑
い
」
で
死
を
乗
り
越

え
ん
と
す
る
江
戸
時
代
以

来
の
「
粋
な
」
葬
送
文
化
が

あ
る
。
歴
史
を
ひ
も
と
き
、

江
戸
に
ま
な
び
、
最
新
の
葬

送
事
情
を
取
材
し
つ
つ
明
ら

か
に
し
て
い
く
。
笑
い
こ
そ

は
、
死
と
い
う
不
条
理
に

我
々
が
一
矢
報
い
る
こ
と
の

で
き
る
唯
一
の
行
為
だ
か
ら

だ
。
誰
も
が
避
け
て
通
れ
な

い
老
い
、
そ
し
て
死
に
対
し

て
、「
笑
い
」
と
い
う
作
用
は

ど
れ
ほ
ど
有
効
か
。

新
刊
! 

葬
儀
関
連
書
籍

新
刊
の
売
れ
筋
ラ
ン
キ
ン
グ
か
ら

葬
儀
関
連
書
籍
２
冊
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

※掲載の記事内容は、出典元の情報をできる限りそのまま引用していますがスペースの都合上、一部内容を編集させていただいております。
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９月（長月・September）

１日（1960年）

1923年の同日発生した
関東大震災の大惨事を
忘れないようにと国土
交通省が制定。

防災の日
2日（1982年）

国鉄が宮崎県日向市の
リニア実験線で開発中
の磁気浮上式リニア
モーターカーが、世界
初の有人走行に成功。

ﾘﾆｱﾓーﾀーｶー
が有人走行

3日（1981年）

1979年12月に行われ
た国際連合第34回総会
で採択され、1981年に
発効した。

女子差別撤廃
条約発効

4日（1994年）

大阪府泉佐野市に開港。
日本初の24時間運用空
港であり、すべてが人
工島からなる海上空港
としても日本初。

関西国際空港
開港

7日（1960年）

ローマで開催された夏
期オリンピックで、日
本の男子体操が団体体
操で初めて金メダルを
獲得。

男子体操
初の金メダル

8日（1665年）

当時のイラン国王が、
軍事費の一部を識字教
育に回すよう提唱した
ことを記念して制定さ
れた。

国際識字デー
9日（1948年）

ソビエト連邦の占領統
治が終了し、朝鮮民主
主義人民共和国（北朝
鮮）が誕生。初代主席
には金日成が就任。

北朝鮮成立
10日（1960年）

東京、大阪の5局で本
放送を開始。放送時間
はNHKで１時間、民放
で2時間40分程度で
あった。

カラーTV
放送開始

13日（1985年）

任天堂がファミコンソ
フト「スーパーマリオブ
ラザーズ」を発売。全
世界で4,024万本の売
り上げを記録する。

スーパーマリオ
発売

ラスコー洞窟で
洞窟壁画発見

14日（1960年）

石油輸出国の利益を守
るため、イラン、サウ
ジアラビア等の５カ国
により発足。現在の加
盟国は12カ国。

石油輸出国機構
（OPEC）発足

15日（1958年）

朝日麦酒（現在のアサヒ
ビール）が日本初とな
る缶入りビール「アサヒ
ゴールド（缶）」を発売。

日本初の
缶ビール登場

16日（1948年）

配給制だったマッチの
自由販売が初めて認め
られたことを記念して
制定された。

マッチの日

19日（1991年）

アルプス山脈の氷河で
約5300年前の男性のミ
イラ「アイスマン」が発
見される。

アイスマン
発見

20日（1519年）

マゼランが５隻の軍艦・
265人とともにスペイ
ンを出航。1522年に史
上初の世界一周を成し
遂げた。

マゼランが
世界一周航海

21日（1988年）

日本で最もアルバムを
売り上げたアーティス
トとしてギネス世界記
録に認定されている。

B'z デビュー
22日（1887年）

石井十次が岡山市内
に、日本初となる孤児
院「孤児教育会(後の岡
山孤児院)」を創設す
る。

孤児教育会
創設

25日（1985年）

未盗掘で埋葬当時の姿
がほぼそのまま残って
おり、当時の埋葬儀礼
を解明する上で貴重な
資料を提供した。

藤ノ木古墳
発掘

26日（1978年）

東芝が世界初の日本語
ワードプロセッサ１号
機を製品化し、発売す
る。価格は１台630万
円で重さは220kg。

日本語ワープロ
発売

5日（1977年）

同年9月3日にホームラ
ン世界新記録を達成し
た王貞治選手に、国民
栄誉賞が贈られる。

王貞治が
国民栄誉賞

6日（2006年）

文仁親王妃紀子殿下が
悠仁親王殿下をご出産
され、皇室としては41
年ぶりとなる男児の誕
生となった。

悠仁親王殿下
ご誕生

11日（1900年）

東京・上野駅と新橋駅
の構内に日本初の公衆
電話が設置される。当
時は自動電話と呼ばれ
た。

日本初の
公衆電話設置

12日（1940年）

フランスのラスコー洞
窟にて、１万５千年前
に描かれた洞窟壁画が
発見される。

17日（1964年）

日本で初めて、東京の
浜松町～羽田空港間で
開業された。開業は東
京オリンピック準備の
一環であった。

モノレール
開業記念日

18日（1971年）

日清食品が世界初の
カップ麺となる、「カッ
プヌードル」を発売。現
在世界80カ国で発売さ
れている。

カップヌードル
発売

23日（187１年）

明治政府によって布告
され、髪型については
勝手にし、華族、士族
は刀を差さなくても構
わないとした。

原敬が初めて、衆議院
に議席を持つ政党の党
首という資格で首相に
任命。原内閣が成立し
た。

散髪脱刀令が
布告

24日（1965年）

国鉄が指定券発売窓口
「みどりの窓口」を全国
の主要152駅と日本交
通公社の83カ所の営業
所に開設。

高エネルギー物理学研
究所の森田洋平が作成
したウェブページが公
開され、日本最初のホー
ムページとなる。

みどりの窓口
開設

29日（1918年）
本格政党内閣
成立

30日（1992年）
日本最初の
ホームページ公開

27日（1917年）

栃木県の女性（当時23
歳）が自動車運転免許
試験に合格。これに由
来して「女性ドライバー
の日」が制定される。

日本初の女性
ドライバー誕生

28日（1979年）

日本電気（NEC）がパー
ソナルコンピュータ
「PC-8000シリーズ」を
発売。パソコンブーム
の火付け役となった。

NECが
パソコンを発売
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埼
玉 

大
宮
氷
川
神
社
例
祭

八
戸
三
社
祭(

７
月
31
日
〜
4
日)

青
森 

ね
ぶ
た
祭(

〜
７
日)

秋
田 

竿
燈(

〜
６
日)

、三
重 

桑
名
石
取
祭(

〜
4
日)

広
島
平
和
記
念
日
、仙
台
七
夕
ま
つ
り（
〜
８
日
）

長
崎
原
爆
忌
、京
都 

清
水
寺
千
日
詣
り(

〜
16
日)

、新
潟
祭（
〜
６
日
）

千
葉 

館
山
安
房
神
社
例
祭

徳
島
阿
波
踊
り(

〜
15
日
）

木
曽
御
獄
教
御
神
火
祭

立
秋
、山
口 

下
関
忌
宮
数
方
庭
祭(

〜
13
日)

山
形 

花
笠
祭(

〜
７
日)

京
都
・
箱
根
大
文
字

　山
の
日
、高
知
よ
さ
こ
い
祭
り(

９
日
〜
）

月
遅
れ
盆
迎
え
火

奈
良 

春
日
大
社
中
元
万
燈
籠（
〜
15
日
）

滋
賀 

建
部
大
社
船
幸
祭
、静
岡 

三
嶋
大
社
祭
り（
15
日
〜
）

神
奈
川 

鎌
倉
宮
例
祭(

19
日
〜
）

埼
玉 

四
萬
部
寺
大
施
食
会

終
戦
記
念
日

秋
田 

花
輪
ば
や
し(

〜
20
日
）

処
暑
、千
葉
神
社
だ
ら
だ
ら
祭(

16
日
〜
）

地
蔵
盆(

〜
24
日
）

東
京 

亀
戸
天
神
祭(

23
日
〜
）

山
梨 

吉
田
の
火
祭
り(

〜
27
日
）

神
奈
川 

大
山
阿
夫
利
神
社
秋
季
例
大
祭(

〜
29
日
）

2
0
2
4
年
6
月
2
7
日

d
メ
ニ
ュ
ー 

ニ
ュ
ー
ス
（
フ
ィ
ナ
シ
ー
）

「
世
界
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ

2
0
2
4
」
日
本
は
1
0
点
中
6

点
で
5
1
位

　日
本
の
幸
福
度
の
推
移（
図
表
）

を
見
る
と
、
2
0
1
7
〜
1
9
年

を
底
に
徐
々
に
上
昇
し
て
い
ま
す
。

特
に
2
0
2
0
〜
2
2
年
は
コ
ロ

ナ
禍
に
も
か
か
わ
ら
ず
最
高
値
と

な
り
、
直
近
で
は
若
干
下
が
っ
た

も
の
の
6
点
台
を
維
持
し
、
過
去

最
高
水
準
に
あ
り
ま
す
。

　や
や
意
外
な
感
じ
も
し
ま
す

が
、
日
本
だ
け
で
な
く
コ
ロ
ナ
禍

に
お
け
る
幸
福
度
の
推
移
は
世
界

的
に
も
同
様
の
傾
向
に
あ
る
そ
う

で
す
。
想
定
よ
り
も
経
済
の
落
ち

込
み
が
避
け
ら
れ
た
こ
と
や
、コ

ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
逆
に
人
と
の
つ

な
が
り
が
支
え
に
な
っ
た
等
の
要

因
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　そ
も
そ
も
世
界
幸
福
度
報
告
で

は
、
ど
の
よ
う
に
幸
福
度
を
測
っ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
実
は
各

国
の
幸
福
度
は
、
た
っ
た
一
つ
の
質

問
へ
の
回
答
に
よ
っ
て
算
出
さ
れ

ま
す
。
自
分
の
人
生
が
理
想
的
で

あ
れ
ば
1
0
、
逆
で
あ
れ
ば
０
と

し
た
場
合
に
、
ど
の
段
階
に
い
る

か
を
梯
子
（
は
し
ご
）
に
例
え
て

答
え
て
も
ら
い
ま
す
。
そ
の
上
で

幸
福
度
に
影
響
す
る
6
つ
の
要
因

（
❶
経
済
水
準
❷
社
会
的
支
援

　

❸
健
康
寿
命

　❹
人
生
選
択
の
自

由
度

　❺
寛
容
さ

　❻
政
治
の
腐

敗
）
と
し
て
、
ど
の
項
目
が
ど
の

程
度
、
幸
福
度
に
影
響
し
て
い
る

か
を
詳
し
く
分
析
し
て
い
ま
す
。

　1
4
3
カ
国
中
5
1
位
の
日
本

は
、
世
界
の
平
均
以
上
で
す
。
そ

の
要
因
は
経
済
水
準
（
国
民
一
人

当
た
り
G
D
P
）
に
あ
り
、
強
み

と
も
い
え
ま
す
。
た
だ
し
ラ
ン
キ

ン
グ
上
位
1
0
カ
国
と
比
較
す
る

と
、
強
み
で
あ
っ
た
経
済
水
準
も

相
対
的
に
低
く
な
り
、
他
の
要
因

も
同
様
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
唯

一
、
健
康
寿
命
だ
け
は
上
位
1
0

カ
国
よ
り
も
高
い
と
い
う
状
況
で

し
た
。

　幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
は
順
位
に

と
ら
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
中
身

を
ひ
も
解
く
こ
と
で
さ
ま
ざ
ま
な

示
唆
に
あ
ふ
れ
て
い
る
こ
と
に
気

付
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
自
国
の

数
値
が
ど
の
よ
う
に
、
ど
う
い
う

要
因
で
動
い
て
い
る
の
か
を
分
析

し
た
う
え
で
、
ど
ん
な
施
策
が
必

要
な
の
か
を
考
え
、
社
会
に
実
装

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

実は上がっている？「日本の幸福度」

日本の幸福度の推移 (第一生命経済研究所作成 )
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